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研究内容： 北極海内部の海洋構造の変化とそれをもたらす海峡流の変動

- 北極海における海氷と海洋

北極海の水塊水平分布、鉛直構造、水塊の性質などは海面を覆う海氷の分布を規定する一方で、

海氷運動は海洋の循環場を決定づける重要な要因となっており、

海洋と海氷は互いに影響し合いながら変動を続ける。

さらに海面に海氷が存在するか否かによって力学的なメカニズムが変化することも考えられるため、

海氷分布変動・海氷の物理的構造の変化をとらえることは海洋の循環場の変動を考えるうえで非常に重要である。

- ベーリング海峡から北極海に流入する太平洋水

北極海では、陸からの河川水流入や降水（降雪）蒸発に加えて、太平洋や大西洋との海水の交換によって

淡水の収支バランスが決まっている。海水交換の経路は複数あるが、中でもベーリング海峡は太平洋と北極海を

接続する唯一の海峡である。そこを通過して北極海内部に流入する太平洋水は大西洋に由来する水塊と比べて、

低塩分・低密度であることから北極海内部の表層約 200m 以浅に分布し、海氷との熱交換に作用するほか、

上層海洋の循環場形成にも作用する。

そのため北極海内部の循環場や海氷分布変動メカニズムを理解するために、その大元であるベーリング海峡における

流量変動メカニズムを精緻に理解することが求められる。

本研究は現場で観測された流速データや海氷速度データ、衛星観測から取得された海面高度データ等の解析を通して

メカニズムの解明を行う。

図. ベーリング海峡の位置（左図内赤枠）と海峡周辺の海氷の分布の経年差（中央・右図の白色領域が海氷に該当）
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